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二
〇
〇
四
年
二
月

原
爆
文
学
研
究
会
報

｜

｜

第
九
号

原
爆
文
学
研
究
会

核
戦
争
に
よ
る
「
世
界
の
終
わ
り
」
を
描
い
た
物
語
を
読

世
界
の
終
わ
り
に

む
と
絶
望
に
満
ち
た
独
特
の
衝
撃
を
受
け
る

Ｎ
・
シ
ュ
ー
ト

渚
に
て

Ｍ
・

。

『

』
、

ロ
シ
ュ
ワ
ル
ト
『
レ
ベ
ル
・
セ
ブ
ン

、
Ｇ
・
パ
ウ
ゼ
ヴ
ァ
ン
グ
『
最
後
の
子
供

』

た
ち
』
な
ど
の
読
了
後
、
そ
の
あ
ま
り
の
救
い
の
な
さ
に
陰
鬱
な
気
分
に
落
ち

こ
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
新
聞
に
折
り
込
ま
れ
た
豪
奢
な
マ

ン
シ
ョ
ン
や
彩
色
入
り
乱
れ
る
家
電
品
の
広
告
を
目
に
し
た
り
す
る
と
何
と
な

く
安
心
し
て
し
ま
う

「
世
界
の
終
わ
り
は
や
は
り
虚
構
で
あ
り
、
現
実
の
世
界

。

は
ま
だ
安
全
で
活
き
活
き
と
生
命
力
に
溢
れ
つ
つ
在
る
の
だ
」
と
。

し
か
し
、
先
日
、
映
画
「

世
界
の
終
わ
り
に

（
鎌
仲
ひ
と

H
IB
A
K
U
SH
A

」

み
監
督
）
を
観
て
、
そ
の
安
心
も
全
く
危
う
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
。
湾
岸
戦
争
や
コ
ソ
ボ
紛
争
、
昨
年
の
イ
ラ
ク
戦
争
で
も
米
軍
が
使

用
し
た
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
に
よ
る
低
線
量
被
曝
、
ハ
ン
フ
ォ
ー
ド
原
発
周
辺
の
穀

倉
地
帯
の
放
射
能
汚
染
、
そ
し
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
。
映
画
で
は
世
界
の
ヒ
バ

ク
シ
ャ
の
姿
が
次
々
に
映
し
出
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
人
々
は
皆
、
不
可
視
の
放

射
能
に
よ
っ
て
知
ら
ぬ
間
に
身
体
を
蝕
ま
れ
て
い
た
。
戦
争
、
核
実
験
、
原
子

力
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
「
風
下
」
で
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
苦
痛

と
苦
悩
と
を
抱
え
つ
つ
、
現
実
の
、
こ
の
世
界
で
生
み
出
さ
れ
続
け
て
い
る
。

救
い
が
な
い
と
嘆
い
て
み
て
も
し
か
た
が
な
い
が
、
そ
の
陰
鬱
さ
を
抱
き
し

め
つ
つ
、
世
界
を
眺
め
な
お
し
て
み
る
必
要
は
あ
る
と
思
う
。
監
督
・
鎌
仲
ひ

と
み
は
エ
ッ
セ
イ

ヒ
バ
ク
シ
ャ
と
は
誰
か

で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る

も

「

」

。「

は
や
地
球
上
の
誰
し
も
が
被
曝
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。
私
は
今
、
確

か
に
自
分
も
ま
た
ヒ
バ
ク
シ
ャ
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す

（

現
代
思
想
」
二

」
「

）
。

（

）

〇
〇
三
年
八
月
号
に
掲
載

中
野

和
典

第
九
回

原
爆
文
学
研
究
会
報
告

二
〇
〇
三
年
十
二
月
二
〇
日
（
土
）
九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
た
「
第
九
回

原
爆
文
学
研
究
会
」
に
は
、
福
岡
県
内
外
か
ら
約
二
〇
名
が

集
い
ま
し
た
。

亀
井
氏
の
研
究
発
表
で
は

「
戦
後
メ
デ
ィ
ア

、

の
要
請
に
応
じ
た
大
田
洋
子
に
ど
こ
ま
で
政
治

性
が
問
え
る
か

「
大
田
に
限
ら
ず

〈
原
爆
文

」

、

学
作
家
〉
と
い
う
括
り
方
は
そ
も
そ
も
可
能
な

の
か
」
等
の
質
問
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

大
木
氏
は
自
著
『
金
比
羅
山
』
の
概
要
を
紹

介

「
自
伝
を
書
く
こ
と
で
、
自
分
の
中
で
何
が

。

変
わ
っ
た
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
氏
は
、
人
か
ら
聞
い
た
話
を
織
り
込
ん

だ
場
合
に
そ
の
「
虚
実
」
の
問
題
を
ど
う
処
理
す
る
か
等
、
執
筆
後
の
戸
惑
い

に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。



- 2 -

◇

研
究
発
表
１

非
〈
原
爆
文
学
作
家
〉
と
し
て

―

―

の
出
発

昭
和

年
代
の
大
田
洋
子
と
「
屍
の
街
」

20

（
甲
南
女
子
大
学
大
学
院
）

亀
井

千
明

本
発
表
は
、
今
日
〈
原
爆
文
学
作
家
〉
と
い
う
バ
イ
ア
ス
の
下
、
否
定
的
に

評
価
さ
れ
が
ち
な
大
田
洋
子
作
品
に
対
す
る
再
考
の
き
っ
か
け
を
探
る
こ
と
を

出
発
点
と
し
た
試
み
で
あ
る
。
終
戦
後
い
ち
早
く
被
爆
体
験
を
作
品
化
し
た
大

田
の
創
作
行
為
に
関
し
て
様
々
な
批
評
が
集
っ
た
が
、
大
概
が
否
定
的
な
も
の

。

〈

〉

、

で
あ
っ
た

否
定
的
に
し
て
も

原
爆
文
学
作
家

と
し
て
は
広
く
認
識
さ
れ

一
方
〈
原
爆
文
学
〉
以
外
の
作
家
活
動
に
関
し
て
注
視
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と

い
う
皮
肉
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
だ
が､

本
発
表
で
は

そ
う
い
っ
た
否
定
評
を
越
え
て
、
大
田
の
〈
原
爆
文
学
〉
を
今
一
度
見
直
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
「
屍
の
街

（
初
出
・
昭
和

、

」

23

中
央
公
論
社
刊
）
で
あ
る
。
何
度
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
作
品
だ
が
、
具
体
的
に

そ
の
内
容
が
批
評
の
俎
上
に
上
げ
ら
れ
る
よ
り
も

「
屍
の
街
」
序
へ
の
注
目
度

、

が
高
い
。
こ
の
序
は
昭
和

年

月

日
に
冬
芽
書
房
か
ら
刊
行
さ
れ
た
際
に

25

5

30

書
か
れ
た
も
の
で

「
大
田
が
ひ
た
む
き
に
、
喘
ぎ
な
が
ら
辿
る
こ
と
に
な
る
基

、

本
的
姿
勢

（
長
田
弘
芳
『
原
爆
文
学
史

、
風
媒
社
、
昭
和

・

「
す
さ

」

』

）
、

48

6

ま
じ
い
ば
か
り
の
表
現
者
意
識

（
黒
古
一
夫
『
原
爆
と
こ
と
ば
（
抄

、
三
一

」

）
』

書
房
、
昭
和

・

）
が
表
れ
て
い
る
と
い
っ
た
、
被
爆
体
験
を
作
品
化
す
る

58

7

こ
と
へ
の
大
田
の
姿
勢
が
端
的
に
示
さ
れ
た
も
の
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。

確
か
に
序
に
は
「
書
い
て
お
く
こ
と
の
責
任
を
果
た
し
て
か
ら
、
死
に
た
い
と

思
っ
た
」
等

“
使
命
感
”
を
帯
び
た
よ
う
な
文
章
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
こ
で

、

作
品
内
容
に
眼
を
移
し
て
み
る
と
、
冬
芽
版
「
屍
の
街
」
に
は
、
大
戦
へ
の
嫌

。

「

」

、

悪
・
反
対
姿
勢
を
示
す
文
章
が
見
ら
れ
る

し
か
し
初
出
版

屍
の
街

で
は

冬
芽
版
に
は
な
い
戦
争
賛
美
的
な
発
言
も
多
々
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

は
初
出
か
ら
冬
芽
版
を
出
す
ま
で
の
二
年
間
に
、
大
田
の
意
識
に
変
化
が
生
じ

て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
昭
和

年
代
前
半
の
大
田
の
メ
デ

20

ィ
ア
露
出
を
確
認
し
て
み
る
と
、
終
戦
後
出
版
検
閲
が
敷
か
れ
る
中
で
、
原
爆

。

を
テ
ー
マ
と
し
た
エ
ッ
セ
イ
類
等
の
仕
事
が
昭
和

年
以
降
増
え
て
き
て
い
る

24

こ
う
い
っ
た
大
田
を
取
り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
メ
デ
ィ
ア

上
で
原
爆
が
商
品
化
さ
れ
、
大
田
を
〈
原
爆
文
学
作
家
〉
と
し
て
要
請
し
て
い

く
中
で
、
大
田
自
身
も
ま
た
被
爆
体
験
を
書
く
事
に
対
し
て
“
使
命
感
”
を
持

ち
始
め

「
大
戦
は
原
爆
投
下
を
も
た
ら
し
た
」
と
、
大
戦
を
悪
と
認
識
し
て
い

、

く
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
作
業
を
通
し
て
見
え
て

き
た
の
は
、
大
田
へ
の
否
定
的
な
評
価
も
、
序
か
ら
見
出
し
た
“
使
命
感
”
も

共
に
実
質
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
流
布
し
て
い
る
傾
向

に
あ
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
田
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
く

〈
原
爆

、

文
学
作
家
〉
及
び
〈
原
爆
文
学
〉
全
体
に
纏
わ
る
問
題
で
あ
る
と
推
測
し
て
い

る
の
だ
が
、
今
後
は
こ
う
い
っ
た
問
題
を
踏
ま
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

註
）
本
発
表
で
は
原
爆
を
題
材
と
し
た
作
品
を
書
く
作
家
に
つ
い
て

〈
原
爆
文

、

学
作
家
〉
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
が
、
同
じ
よ
う
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
し

て
、
他
に
〈
原
爆
作
家
〉
と
い
っ
た
言
葉
も
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
お
く
。
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◇

研
究
発
表
２

『
金
比
羅
山
』
を
め
ぐ
っ
て大

木

練
山

（
一
）
一
部
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

本
作
品
は
一
部
虚
実
混
淆
で
あ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
虚
構
・
作
り
事
）

で
す
。
例
え
ば
、
八
月
十
四
日
の
長
崎
駅
か
ら
の
汽
車
の
運
行
や
、
著
者
の

祖
父
亀
寿
と
、
彼
が
若
か
り
し
時
親
し
か
っ
た
長
崎
の
花
街
丸
山
の
女
性
と

の
間
に
交
さ
れ
た
約
束
事
や
内
情
（
入
水
自
殺
は
事
実
）
な
ど
で
す
。

（
二
）
両
親
が
被
爆
し
た
場
所
と
「
あ
の
日
あ
の
時
」

著
者
の
両
親
が
被
爆
し
た
場
所
は
爆
心
地
か
ら
３
㎞
離
れ
た
長
崎
市
本
紺

屋
町

で
す
。
そ
こ
で
洋
服
仕
立
業
を
自
営
し
て
い
ま
し
た
。
被
爆
の
実
相

48

に
つ
い
て
は

最
近
高
校
時
代
の
恩
師

古
文

か
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た

あ

、

（

）

「

の
日
あ
の
時

（
長
崎
県
陸
高
等
女
学
校

回
生
、
聖
母
の
騎
士
社
発
行
）
を

」

42

お
勧
め
し
ま
す
。

（
三
）
創
作
の
動
機

被
爆
直
後
の
八
月
十
日
に
、
爆
心
地
近
く
の
浦
上
の
医
大
病
院
裏
手
に
住

、

、

ん
で
い
た
従
姉
の
安
否
を
心
配
し

惨
劇
の
焼
け
野
が
原
を
彷
徨
っ
た
父
は

さ

ま

よ

。

、

原
爆
に
よ
る
悲
惨
な
生
き
地
獄
を
直
接
目
に
焼
き
付
け
て
い
ま
す

反
原
爆

核
兵
器
廃
絶
で
市
民
運
動
が
勃
興
し
た
頃
、
そ
れ
を
表
現
で
き
な
い
自
身
の

無
力
感
に
や
り
切
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
父
の
無
念
を
晴
ら
し
、
供

養
し
た
い
と
い
う
思
い
と
同
時
に
、
自
分
自
身
を
禍
の
苦
し
い
状
態
か
ら
救

い
た
い
と
い
う
思
い
が
、
創
作
の
大
き
な
動
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
四
）
主
要
登
場
人
物

亀
寿
（
英
正
）
…
…
著
者
の
祖
父
。
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
生
ま
れ
。

佐
平
次
・
イ
セ
の
二
男
。

正
寿
…
…
著
者
の
父
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
三
月
生
ま
れ
。
亀
寿
の
四

。

。

。

（

）

。

男

ミ
ツ
…
…
著
者
の
母

正
寿
の
妻

一
九
一
八

大
正
七

年
生
ま
れ

俊
則
…
…
正
寿
の
弟
。

（
五
）
趣
旨

現
世
で
は
救
わ
れ
難
い
宿
命
の
人
た
ち
へ
の
、
せ
め
て
精
神
的
に
は
救
わ

れ
て
楽
に
な
る
た
め
の
、
一
つ
の
方
向
論
の
提
示
で
す
。

（
六

〈
業
〉
に
つ
い
て

）仏
教
思
想
と
深
く
関
わ
る
〈
業
〉
で
は
、
輪
円
転
生
、
因
果
応
報
と
よ
く

言
わ
れ
ま
す

〈
業
〉
と
は
、
梵
語
カ
ル
マ
の
訳
で
、
行
い
、
と
い
う
意
味
だ

。

そ
う
で
す
。
仏
教
者
の

さ
ん
に
よ
り
ま
す
と

「
業
が
因
に
な
っ
て

goshin

、

無
数
の
縁
者
と
結
び
つ
い
て
、
果
に
な
る
」
そ
う
で
す
。
そ
れ
程
、
人
間
の

行
為
は
重
く
、
軽
挙
妄
動
で
き
ま
せ
ん

「
前
世
の
業
に
よ
る
因
果
」
も
あ
り

。

得
ま
す
。

と
こ
ろ
で

「
原
爆
の
表
象

（

敍
説
」
一
九
九
九
年
八
月
）
の
中
の
「
原

、

」
「

爆
は
神
の
摂
理
か
」
と
い
う
小
論
の
中
で
、
長
野
秀
樹
氏
は
永
井
隆
の
「
浦

上
燔
祭
説
」
を
批
判
し
て
い
ま
す
が
、
全
く
同
感
で
す
。

（
七
）
医
学
上
の
問
題
提
起

筆
者
は
一
九
八
一
（
昭
和
五
六
）
年
五
月
以
降
、
フ
ォ
ン
・
ヒ
ッ
ペ
ル
・

。

、

、

、

リ
ン
ド
ウ
病
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す

そ
こ
で

本
作
品
で
は

図
ら
ず
も

「
原
爆
の
放
射
線
に
よ
る
人
体
の
遺
伝
子
へ
影
響
し
そ
れ
が
子
に
遺
伝
す
る

事
も
あ
り
得
る
の
で
は
…
」
と
い
う
仮
説
を
提
起
し
て
い
ま
す
。
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彙

報

第
九
回

原
爆
文
学
研
究
会

○

日
時

二
〇
〇
三
年
一
二
月
二
〇
日

一
四
時
よ
り

（
土
）

○

会
場

九
州
大
学
六
本
松
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
院
棟
一
〇
一
号
教
室

○

内
容

研
究
発
表

非
〈
原
爆
文
学
作
家
〉
と
し
て
の
出
発
―
大
田
洋
子
『
屍
の
街
』
―

亀
井

千
明

『
金
比
羅
山
』
を
め
ぐ
っ
て

大
木

錬
山

一
八
時
よ
り

懇
親
会

編
集
後
記

亀
井
さ
ん
の
発
表
で
は
、
原
爆
を
書
く
作
家
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
の
多

い
大
田
洋
子
に
つ
い
て

「
そ
こ
か
ら
は
み
出
す
部
分
」
を
も
う
一
度
検
証
す
る

、

余
地
が
あ
る
の
で
は
、
と
い
う
問
題
提
起
が
多
彩
な
資
料
と
と
も
に
な
さ
れ
、

会
場
の
活
発
な
意
見
交
換
を
促
し
ま
し
た
。
原
爆
文
学
研
究
の
「
紋
切
り
型
」

を
問
い
直
す
と
い
う
試
み
に
、
参
加
者
か
ら
熱
い
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
木
さ
ん
は
、
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
等

『
金
比
羅
山
』
で
詳
し
く
触
れ

、

な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
今
回
補
足
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ご
自
分
の
著

書
の
「
虚
実
」
の
問
題
に
つ
い
て
常
に
反
省
的
な
姿
勢
の
大
木
氏
に
、
会
場
か

ら
は
「
我
々
の
生
き
様
だ
っ
て
、
考
え
て
み
れ
ば
そ
も
そ
も
虚
実
混
淆
み
た
い

な
も
の
で
す
か
ら
」
と
い
う
感
想
が
と
び
出
し
、
参
加
者
の
笑
い
を
誘
う
と
い

う
和
や
か
な
一
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

（
Ｕ
）

亀
井
氏
は
遠
方
か
ら
の
ご
参
加
、
大
木
氏
は
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
と
こ
ろ
無

理
を
お
し
て
発
表
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
聴
く
側
も
常
に
問
わ
れ
続
け
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
な

が
ら
、
研
究
会
の
テ
ー
ブ
ル
に
向
い
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
会
も
次
回
で
一
〇
回
目
。
佐
世
保
で
の
初
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
今

か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
Ｎ
）
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